
 令和４年のＳＮＳに起因する事犯(※)の被害児童数は1,732人と依然

として高水準です。  

 ※ SNSを通じて面識のない被疑者と被害児童が知り合い、交際や 

  知人関係等に発展する前に児童買春・児童ポルノ事犯等の被害に   

  遭った事犯 

 フィルタリングの設定の有無が判明している被害児童のうち、９割

近くがフィルタリングを未設定でした。 

 フィルタリングは、子供に有害な情報を閲覧できなくするプログラ

ムやサービスです。  

 被害から子供を守るため、フィルタリングの設定をしましょう。   

◎自社ウェブサイトを検索してみましょう！ 

  ①検索サイトで『site:(自社ドメイン) 』と入力して検索！ 

   (www等のサーバ名は不要です。) 

  ②検索結果に 

     自社ドメインを使用した見覚えのないページが表示 

   されたら、改ざん（不正にファイルを蔵置）されて 

   います！ 

◎改ざんされていた場合はすぐに対策を！ 

 自社の担当者等に連絡の上、不正なページの削除、ぜい弱性の修正等の対策を行ってください。 

 また、アクセスログ等を保存の上、最寄りの警察署又は警察本部のサイバー犯罪相談窓口に通報・相談してください。  
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 ウェブサイト改ざんされていませんか？ 

 フィルタリング設定が必要 

◎ペアレンタルコントロール機能も利用しましょう！ 

 ペアレンタルコントロール機能とは、子供のインターネットの利用状況を把握したり安全管理を行ったりすることがで

きる機能です。  

改ざんページ 
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